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研究成果の概要（和文）：乳癌患者150例と非乳癌患者100例において、非乳癌患者と乳癌患者の乳腺CT値に特に
有意差は認められなかった。ただし、乳癌患者の術前CTでは基本造影CTしか施行されておらず、術前の単純CTに
て乳腺濃度を測定できる症例は少数であった。そのため、術後のホルモン療法の乳腺濃度に対する影響を完全に
は排除できなかった。乳腺組織自体の濃度に明らかな差は認められないと考えられた。

研究成果の概要（英文）：150 patients with breast cancer and 100 patients with non-breast cancer were
 included in this study. Regarding the density of breast tissue, the mean CT attenuation numbers 
were not significantly different between them. However, the breast density after the surgery was 
only obtained for the patients with breast cancer because precontrast CT was conducted as 
preoperative examination. Then the breast density may have been affected by the postoperative 
hormonal therapy.
The occupation of breast tissue in the breast was difficult to measure because the CT scanning was 
performed in the supine position that made it difficult to extract the breast owing to the various 
breast positions.

研究分野：放射線医学

キーワード： 乳癌　乳腺組織　濃度　CT

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
乳癌患者と非乳癌患者において、乳腺CT値に特に有意差は認められなかった。ただし、乳癌患者に対する術後ホ
ルモン療法の乳腺濃度に対する影響を完全には排除できなかった。乳腺組織自体の密度（濃度）が乳癌のリスク
になっているという結果は得られなかった。マンモグラフィで行われている乳房に占める乳腺組織の体積比がパ
ラメータとして、重要かもしれないが、CTを用いてその全スライスから体積比を求めることは、撮像ポジション
を考えると難しい。簡便な計測法の検討が必要と考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

欧米ではマンモグラフィによる乳腺濃度は乳癌リスク因子とされているが、評価はマンモグラフィに

よる乳腺量を相対的に半定量的に評価しており、乳腺組織自体を測定しているわけではない。乳

腺濃度自体が因子となっていないのかは明らかとはなっていない。しかし、マンモグラフィでは乳腺

組織自体の濃度を定量的に測定するのは困難であり、CT 値にて測定し、乳癌と非乳癌患者とに

おいて比較することがより重要と思われた。 乳腺組織の CT 値の測定と、乳癌と非乳癌患者の間

で比較し、統計的に検討することは日本人のデータとしては認められず、乳腺組織の濃度が乳癌

のリスクとなるのかについて評価できる研究として意義があると考えられる。  
 
２． 研究の目的 
 

第一の目的は、当施設において「乳腺濃度の高さ」と「乳癌発生」に関連性が認められるのか検討

することである。本研究では、当施設での乳癌患者と非乳癌患者の乳腺濃度をCTにて比較し、両

者に差があるかを検討する。 

次に、乳腺濃度を評価するモダリティとして何が良いかを検討することである。マンモグラフィが最

も簡便で普及した方法であるが、本法でもCT値と同様に濃度を客観的に表すことが可能であるか

を検討する。マンモグラフィ上の乳腺濃度に普遍性を持たせ、乳腺濃度の比較をCT値のように数

値的に行えるか研究する。 
 

３． 研究の方法 

 

2018 年 9 月～2020 年 3 月の間に術前にマンモグラフィおよび乳房 CT 検査をブレスト＆イメージ

ングセンターあるいは聖マリアンナ医科大学病院で施行され、手術後に経過観察の単純 CT を施

行された 150 例を抽出した。次に、聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院にて前述と同時期に胸

部単純CTを施行された40歳以上の非乳癌の女性患者を検索し、同様の年齢分布を示す100例

を抽出した。術前乳房 CT 検査は仰臥位にて造影剤を使用し撮像された。非乳癌患者の CT は、

他疾患評価に対して撮像された胸部単純ないし体幹部CTを対象とした。 CT画像は乳癌患者に

対しては術後の経過観察 CT でスライス厚 5mm、非乳癌患者 CT は通常のスライス厚は 1 ないし

3mm で、FOV はどちらも体幹全体が入るように設定されている。CT 撮像装置は 64 列 CT

（Aquilion 64, 東芝メディカルシステムズ）。 

乳癌患者に対しては健側乳房、非乳癌患者に対しては任意の一側乳房の CT画像のうち、最も乳

腺組織が認められるスライスを選択した。次に乳腺組織に対して用手的に不定形 ROI を設置した。

極力乳腺組織を広く含み、脂肪組織を含まないように気を付けた。両側乳癌患者は、片側が温存

手術でも測定が難しく、除外した。ROI より CT 値を測定、記録した。 両群の CT 値の平均値に対

してMann-Whitney U 検定を行った。 
 

４．研究成果 

 

乳癌患者の術後 CT での健側乳房の乳腺組織の CT値は 43±29HU、非乳癌患者の術後 CT で

の健側乳房の乳腺組織のCT値は47±35Hであり有意差は認められなかった。 乳癌患者の術前

CT では基本造影 CT しか施行されておらず、術前の単純 CT にて乳腺濃度を定できる症例は少



数であった。術後のホルモン療法の乳腺濃度に対する影響を完全には排除できなかった。 

乳癌患者と非乳癌患者の乳腺組織自体の濃度に明らかな差は認められないと考えられた。 乳腺

組織自体の密度（濃度）が乳癌のリスクになっているという結果は得られなかった。 ただし、乳癌患

者に対する術後ホルモン療法の乳腺濃度に対する影響を完全には排除できなかった。乳房内部

における乳腺組織が占める割合の算出においては、CT を用いた場合、スライス数が多いことと仰

臥位にて撮像していることから、症例間の乳房の抽出の再現性が低く、測定が困難であった。マン

モグラフィで行われている乳房に占める乳腺組織の体積比がパラメータとして、重要かもしれない

が、CT を用いてその全スライスから体積比を求めることは、撮像ポジションを考えると難しい。簡便

な計測法の検討が必要と考えられた。 
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